
新規感染者数

１５万人

感染のリスクに最も注意が必要な状況

（7/20 過去最多）

全国

東京 ３万人 （7/21 過去最多）

1



7/20 順位

新規感染者数 病床使用率
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18２９ ３９＋10pt

＋19pt

増減

845

814

1.74

1205 1沖縄県 1656 1.37

全国の感染状況等
※北海道調べ

＋13pt

６東京都 506 830 1.64

５７ 1７４＋17pt
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先週比

1.77



病床使用率 7.8
（％）

+5.6pt13.4
7/13 増減7/20

全道の感染状況等

新規感染者数

7/14 先週比

136.2
（10万人当たり、人）

2.00
7/21

272.0
（10万人当たり、人）

142.6療養者数 1.86265.6
7/13 先週比7/20

うち札幌市 20.8
即応病床の確保について、先を見越し関係機関と調整を進めていく3



新規感染者の症状

11898人中

２

重症 無症状

11,184

中等症

１６

全道、直近１週間分（7/14～20）

※陽性確認時点
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軽症

696
（94.0%） （5.8%）（0.1%）（0.02%）



スマートフォンでの健康観察

※札幌市は「こびまる」「こびまるライト」という健康観察ツールを活用しています。札幌市にお住まいの方は札幌市保健所にご相談ください。

健康観察ツール 活用にご協力をお願いします

療養者が毎日の健康状態をスマートフォンに入力

自宅療養開始

My HER-SYS

保健所からの利用開始のショートメッセージが着信

保健所では状態変化を迅速に把握、適切に対応
※ご不明な点は、お住まいの地域の保健所にご相談ください。
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現下の感染拡大への対応

できる限り維持

新たな を行動制限
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社会経済活動を

行うのではなく



感染防止行動
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ワクチン

に直結する

重症化リスクの高い や

医療への負荷
高齢者

検査

基本的な

のある方を守る基礎疾患



感染防止に取り組む

そうした方々と

と 接する方
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双方で

高齢者等を守る

重症化リスクのある高齢者
基礎疾患 のある方



高齢者等、お会いになる方々、皆さんで
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高齢者重症化リスクの高い

のある方と会う場面

事前の検温など体調を管理

基本的な感染防止行動を徹底
会話時のマスク着用など

事前の検査で陰性結果を確認

基礎疾者



感染に不安を感じたら無料検査を

実施期間８/31まで

10※札幌駅は２箇所。駅には構内のほか周辺設置も含む

無料検査事業所 ７５６（7/20現在登録数）
全道

お盆期間中、 で検査体制を確保主要な交通拠点

札幌② 大通

旭川

帯広

新千歳

駅

空港

旭川

函館
新



高齢者施設等での検査

感染は拡大傾向
夏休みやお盆での帰省を見据え

職員への を実施頻回検査
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集団感染への早期介入など
感染管理や医療への支援を実施



①60歳以上

②基礎疾患のある18歳以上対象
※３回目接種からの間隔は５か月以上

など

目的 重症化の予防

ワクチン４回目接種

ﾜｸﾁﾝの配分調整等、速やかに対応

全体
接種者数

うち60歳以上

接種率

186,885人

180,132人 9.0%
（全国）12.3%
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国は、審議会の協議を踏まえ

高齢者施設等の従事者に
を医療機関・

拡大
対象

する通知を予定



ワクチン３回目接種

12～19歳 32.8％

20～29歳 48.9％

30～39歳 51.1％

全年代

64.7％
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（R4.7.19現在）
62.3％全国

学生の皆様は夏休み期間を
活用するなど接種のご検討を



事業者の方々へ

テレワーク等の推進

14

事業継続計画 の
策定・再確認

感染は拡大傾向

道においても、ＢＣＰの再確認や
テレワーク、時差出勤の取組を推進

ＢＣＰ



つの行動

（無症状の方に限ります。）

感染に不安を感じるときは、

ワクチン接種の有無に関わらず、

短時間、深酒をせず、大声を出さず、
会話のときは、マスクを着用しましょう。２ 飲食では、

三密回避、人との距離確保、マスク着用、普段から、１ 手指消毒、換気を徹底しましょう。

３
検査を受けましょう。
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３感染拡大防止

新型コロナワクチン接種 回目３
発症予防効果
などが回復します。

回目４
高齢者や重症化リスクのある方は、４回目接種を、
特に若い方は、３回目接種を検討しましょう。


